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1 .なぜ本撃を欝評対象とするのか
タイトルからわかるように、本書は通常言う研究書ではない。主として外国人児童生徒を担任
することになった教員が具体的にどうすればよし¥かについて微に入り細を穿ったマニュアル本で、
ある。通常、このような図書を研究誌で、書評の対象とすることはない。
そのような図書を書言平対象とするのは、マニュアルとして役に立つ知識を提供することを突き
詰めたところに、知的な作業として反転するかのように研究的な意義の見えてくるところが本書
にはあると考えるからである。「外国人児童生徒の指導で必要な'情報はほぼ網羅していますJ(は
じめに)と著者自身が述べるように、本書は中途半端なマニュアル本で、はない。その意味で、マニ
ュアル本として良質である。しかし、ここで
究的な刺激を与えてくれる図書として評するのでで、ある O
書評の副題として、「知/無知/非知という知の様態への着目として読む」と書いた。しかしそ
れは正確ではない。正直に言えば、本書を読んでいくうちにそのように読まされたのである。も
ちろん本書の中で、「知JI無知JI非矢口」としづ概念、が用いられているのでもない。評者は外国人
児童生徒教育の実践者でもないし、その研究者でもない。しかし、本書を読む中で繰り返し現れ
る「知/無知/非知」というテーマ(それが何かについては後述)によって知的刺激を受け、学
校をめぐる問題についての認識や研究について深く考えさせられた。もちろん、そのようなこと
は本書のねらいとするところではないが、そのような読みの可能性を開いている図書として評し
たいというのが、本書をここで書言平対象とする理由である。
2.本撃の概要
本書は「残念なことに、外国人児童生徒の学級担任として何をする必要があるのか、{百Jを知っ
ておく必要があるのかなどについて、学級担任の先生たちには必要な情報が届いていなしリ現状
を背景として、学級担任の「少しでも力になれれば」という思いで書かれている(はじめに)。後
の行論のために、学級担任として何をする必要があるかが分かつていないだけでなく、{可を知っ
ておく必要があるかも分かつていない、としづ現状認識から本喜が出発していることを記憶にと
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どめておいてもらいたい。
本論は5つの章から構成されている。第1章は「外国人児童生徒の受け入れの準備」であり、
「受け入れから指導まで、の流れを知ろう」など6節で構成されている。第2章は「外国人保護者
との信頼関係づくり」であり、「円J世出f封|身国の教育制度や学校文化を理f解1梓卒しよう訂」など5節で
ている。第3章は「外!国主翠i人児童生徒のd心心の理角解卒と学級づづ、くり引」でで、あり、 「日本のJ判交生活やノレー ノレ
を伝えよう」など4節から構成されている。第4章は「外国人児童生徒に配慮した授業づくり」
であり、「子どもの個性や課題に応じた指導をしよう」など4節から構成されている。第5章は「外
国人児童生徒の学びを支える指導の実際」であり、「初期指導では生活に必要なことから教えてい
こうJなど3節から構成されている。そして末尾に「困った時に役立つ参考文献・HP一覧jが掲
載されている。
第2章第1節「出身国の教育制度や学校文化を理解しようJ(47-50頁)を取り上げて、本書の
記述の仕方を紹介しよう。まず、節の冒頭に iCheckPoint! Jとして、本節の要点が4項目にま
とめられている。本文は「外国人児童生徒の就学後、さまざまな場面で保護者と学校との間でト
ラブルや行き違いが生じます。J(強調省略、以下同様)、としづ担任が直面する問題現象の指摘か
ら始まり、「学校側はこう思います。『外国人保護者は子どもの教育に関心がなし\~ ~OO人は学校
に非協力的だ』と。はたして本当にそうでしょうか。」と問し1かける。そして、「外国には外国の
行動基準があり、外国人保護者はその行動基準にのっとって行動している」ことや「音楽や体育
が教科として存在しない国はたくさんある」ことを担任が理解せず、問題の原因が「保護者に理
解してもらうための説明が不足しているJことにあることを指摘する。そこで、「外国人保護者の
理解が得られる効果的な説明とは?J という項目を設定して、教育制度のどのような点について
説明すればよし 1かを述べ、「外国の教育事情を調べるとき、外務省のウェフ寸サイトや国際理解教育
教材ーなどが参考にな(る)Jという情報が提供されている。また、 iPickUp!!Jというコラムで「教
育制度の違いを調べるときの観点」が整理されており、「情報Clip!Jというコーナーで、「外国
の教育制度や生活習慣理解のための資料」の例として千葉県教育庁「外国からの子どもたちと共
に(母国の教育事情)Jとしづ資料の中の、インドの教育事情をまとめた部分が紹介されている。
他の章、節もj司様であり、写真や図表を用いて詳細な情報が分かりやすく提供されている。
本書全体でどの節にも、次のような点について、具体的で詳細な記述がなされている。すなわ
ち、①外国人児童生徒自身やその保護者、担任教員、同じ学級の児童生徒などがどのような不安
や困難を抱えているか、②その不安や困難の原因はどこにあるか、③その不安や困難を改善、解
決するにはどうすればよいか、④改善、解決の手助けとなる情報はどこでどのように入手できる
か、である。本書の特徴的なことは、不安や困難の原因を人・物・金の不足や行政の無策に求め
るのではなく、情報や理解や知識の不足に求めていることである。学級担任のためのマニュアル
だから人・物・金の不足や行政の無策に原因を求めても仕方ないということもあるかもしれない。
しかし、情報や理解や知識の不足にこそ問題の原因があり、それを補えば無用の不安や困難は回
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避できるとしづ信念が本書の各章には通底していると考えるべきであろう。マニュアノレ本という
知識や情報を提供する形式で実践に関わることを選択する背景には、そのような信念があるはず
だと考える他はない。
3.考察
(1)非知
外国人児童の保護者はたとえば日本の学校にどんな教科があるのかを知らないで、不安に思って
いるかもしれない。ただ、その場合、その保護者は自分が日本の学校にどんな教科があるのかを
知らないことを知っている。しかし、外国人児童生徒の保護者が日本の学校教育について知らな
いことは移しくあり、その中にはその保護者が、自分がそれを知らないことを知らないものも少
なくない。たとえば、日本の学校の進級方式を知らないことを知らないで、母国と同じく小判交
でも落第があると思っている場合もあれば、母国との物やノレーノレの違いに混乱して自分が何を知
らないのかがさっぱりわからない場合もあるだろう。自分が何かを知らないことを知っている場
合を「無知」、何かを知らないことを知らない場合を「非知」と呼ぶことにしよう。
同様に、教員にも無知や非知がある O さらに、外国人児童生徒の保護者が日本の学校での進級
方式を知らないことを保護者自身が知らないことを、教員が知らない、ということもある。本書
が描き出しているのは、非知の入れ子構造というべき事態である。外国人の児童生徒とその保護
者、学校の教員と日本人兜童生徒、さらに研究者も含めて、知らないことを知らないことの入れ
子構造がある。
たとえば、外国人児童生徒の保護者が「音楽でいったて笛が必要だ、とか、体操服に名前を縫い
付ける必要があるとか」いうことを知らない、ということを担任教員が知らない。だから本書で
は、「そういう細かいことを学校から説明されていたでしょうか?J と問し¥かけ、「実は、音楽や
体育が教科として存在しない国はたくさんありますJと知識を提供することになる (48頁)。担
任教員は、外国の教科について知らないことを知らないばかりでなく(外国の教科について知っ
ている教員もいるだろうし、外国の教科について知らないことを知っている教員もいるだろうが)、
外国人児童生徒の保護者が日本の教科指導について知らないことを知らないことを知らない。知
らないことを知っているなら、知っている人に質問すればよいのだけれど、知らないことを知ら
ないとそれができない。外国人児童生徒の保護者が日本の教科指導について知らないことを知ら
ないことを知っていないと、担任教員は分からないならなぜ訊し 1てくれないのだろうと疑問を持
ったり、不満に思ったりする。
研究においてメタ認知的に非知を自覚することは(非知の自覚は定義上メタ認知的であるほか
なしす、極めて重要である。しかもその自覚は二重である。すなわち、自己の非知について自覚的
であることは、他者の非知について自己の非知があることの自覚を伴うからである。たとえば実
践のニーズに応える研究と言う場合、他者の非知も自己の非知も前提とされていない。たとえば
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